
東北経済産業局
「令和2年度知的資産経営等普及事業（ローカルベンチマーク活用促進に向けたコンテンツ作成）」

商 号
フリガナ 〒    ー

FAX

応募者多数の場合は先着順となります。予めご了承ください。
2月10日（水）に開催されるオンラインセミナーに以下の通り、申し込みます。

連絡先
mail

オンラインセミナー申込用紙

住 所

参加者名

TEL

必須

申込FAX番号  022-265-5060 申込Emailアドレス  meti-survey@mail.tdb.co.jp
※先着順のため、事務局より受付のご連絡をE-mailにてお送りいたします。お申込みの際は「連絡先mail」に必ずE-mailアドレスをご記入ください。

実施方法 
 

オンライン開催（ウェビナー）
申し込まれたメールアドレスへ事務局からURLをお送りします。

本セミナーは、知的資産経営の強力なツールの1つとなるローカルベンチマークの普及を目的としています。
日本金融人材育成協会会長 森俊彦氏による基調講演や、実際にローカルベンチマークを活用し、地域企業の
支援に取り組んだ一関商工会議所と大林製菓株式会社の活動事例をご紹介します。
企業経営者、支援機関、金融機関、専門家といった様々なお立場から是非ご参加下さい。

知的資産経営WEEK
2020 IN 東北

参加費無料
定員 100名

●森 俊彦氏プロフィール
金融庁参与、商工中金アドバイザー、中小機構中小企業応援士 1979年日本銀行入行、信用機構局参事役（バーゼル銀行監督
委員会・日本代表）、金沢支店長、金融機構局審議役、金融高度化センター長などを歴任し現職。経済産業省「ローカルベンチマーク
活用戦略会議」委員、内閣府「知財のビジネス価値評価検討タスクフォース」委員、金融庁「融資に関する検査・監督実務について
の研究会」メンバー、環境省「ESG金融ハイレベル・パネル」委員、金融庁「金融仲介の改善に向けた検討会議」メンバー、内閣府
「価値デザイン経営ワーキンググループ」委員

基調講演 「中小企業と地域支援機関の「共通価値の創造」に向けて」講師／日本金融人材育成協会 会長 森 俊彦氏

主 催 東北経済産業局
共 催 東北財務局
（予    定） 独立行政法人中小企業基盤整備機構 東北本部
 知的資産経営研究会 in Tohoku

事 務 局 〒980-0822 宮城県仙台市青葉区立町27-21 仙台橋本ビルヂング11F
 TEL ： 022-224-1451 FAX ： 022-265-5060
 Eメール ： meti-survey@mail.tdb.co.jp ※株式会社帝国データバンク 仙台支店

に向けて
中小企業と地域支援機関の
「共通価値の創造」
開催日時： 14：00～16：002月10日水2021年

経済産業省では、知的資産経営に関する各種団体と協力し、毎年「知的資産経営
WEEK」を設定し、知的資産経営に関する取組の周知、普及、発展を図って
います。

大林製菓は創業90余年の「お餅屋さん」。一関・平泉は、江戸時代伊達藩400年続く餅食文化のまちであり、餅の聖地。
皆様に安心、安全でおいしいお餅をお届けするため原料となる糯米の作付けの選定から浸水、蒸かしや製造工程にこだ
わった商品づくりを行っている。

実践企業 「大林製菓株式会社によるロカベン活用事例」 
事 例   登壇者 同社 代表取締役 大林 学氏、一関商工会議所 経営支援課 菅原 恒氏、中小企業診断士 鯨井 文太郎氏

大林 学氏


